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編
輯
後
記
 
 

0
第
一
哉
は
全
国
的
に
意
外
の
反
響
が
あ
つ
た
。
 
 

只
喝
輯
た
ゆ
と
p
を
求
む
る
ギ
が
多
か
つ
た
が
こ
 
 

の
鮎
は
徐
々
に
新
工
夫
を
凝
ら
し
た
い
と
息
ふ
。
 
 

〇
九
月
廿
日
、
公
開
請
硬
骨
を
開
催
し
た
。
講
師
 
 

及
び
演
題
は
次
の
通
り
で
、
盛
骨
で
あ
つ
た
。
 
 
 

春
日
 
教
授
 
 
 

九
州
、
と
文
革
 
 

小
鳥
助
教
授
 
 
 

わ
び
 
の
 
心
境
 
 

膏
利
支
丹
文
革
と
九
州
方
青
 
書
町
 
講
師
 
 

0
原
稿
は
廣
く
執
筆
の
依
鎮
も
し
、
叉
投
稿
も
あ
 
 

る
の
で
温
々
欒
他
の
あ
る
銅
斡
を
や
p
た
い
と
息
 
 

り
て
ぁ
る
●
 
 

○
本
款
は
印
刷
所
の
欒
更
な
ど
の
飽
に
貴
行
が
非
 
 

甘
に
遅
れ
ま
し
た
。
微
っ
て
衆
披
は
一
月
牛
位
に
 
 

彙
行
す
る
こ
と
▲
鼓
し
ま
す
．
鋤
諒
泉
下
き
い
．
 
 
 

直
操
宙
員
文
は
月
極
講
者
を
募
る
 
 
 

0
本
誌
は
店
頭
に
は
あ
ま
夢
出
き
な
い
方
針
で
ナ
 
 

か
ら
、
直
撞
か
又
は
下
記
の
最
寄
の
書
店
に
月
趣
 
 

に
し
て
申
払
む
や
う
に
し
て
頂
き
た
い
●
 
 

九
大
国
文
学
研
究
曾
清
規
 
 

】
、
木
骨
は
国
語
畢
、
飼
文
革
及
び
そ
の
責
除
数
 
 
 

青
の
軒
先
を
目
的
と
す
O
 
 

「
本
骨
は
年
六
回
（
毎
奇
数
月
）
難
籠
九
大
司
 
 
 

文
事
を
俊
行
す
。
 
 

二
合
奏
は
一
回
四
拾
錦
と
し
三
回
分
成
上
前
納
 
 
 

着
を
今
月
と
す
○
（
他
に
何
等
の
制
限
な
し
）
 
 

一
、
官
員
は
九
大
貞
女
書
の
配
布
を
安
く
。
 
 

一
、
官
員
は
投
稿
の
自
由
を
有
す
●
 
（
但
し
採
否
 
 
 

は
本
官
】
任
の
こ
と
）
 
 

一
、
曾
員
は
本
官
の
誇
企
劉
に
特
別
の
這
讐
貿
を
 
 
 

得
〇
 
 

一
、
骨
員
は
本
官
宛
に
質
疑
の
便
を
得
－
（
但
し
 
 
 

返
信
料
添
附
の
こ
と
）
 
 

】
、
骨
費
排
込
は
振
替
扁
岡
ニ
ー
〇
八
大
呑
（
九
 
 
 

大
国
文
畢
研
究
含
）
を
利
用
の
こ
と
●
 
 

一
、
本
骨
の
事
務
所
を
前
岡
市
外
顔
晦
町
九
州
帝
 
 
 

飼
犬
拳
法
文
革
部
園
文
革
研
究
室
内
に
置
く
 
 

一
、
本
骨
の
紆
事
務
に
掬
す
る
岡
倉
は
ナ
ベ
て
事
 
 
 

務
靡
宛
の
こ
と
。
 
 

】
、
見
本
南
東
に
は
四
拾
餞
轟
附
の
こ
と
。
 
 

鹿
骨
は
事
務
併
へ
直
接
申
込
の
こ
と
 
 
 

昭
和
六
年
十
－
月
廿
日
印
励
 
 

昭
和
大
卒
十
一
月
廿
五
日
発
行
 
 

【
足
す
金
玉
捨
鐘
】
 
 

（
東
京
）
 
東
京
堂
、
三
省
堂
、
厳
超
全
 
 

都
文
堂
 
 

（
京
都
）
 
星
 
野
 
書
 
店
 
 

（
大
阪
）
 
隆
 
 
々
 
 
堂
 
 

（
毒
北
）
 
新
 
高
 
 
堂
 
 

（
札
幌
）
 
富
 
 
貴
 
 
堂
 
 

（
藤
岡
）
 
金
文
堂
、
精
女
帝
 
 

そ
の
他
仝
困
各
地
書
店
 
 
 

南
同
市
中
島
町
九
番
地
 
 

‡
行
薪
 
金
文
堂
宿
岡
支
店
 
 

t
音
一
円
篭
〓
三
番
 
 

前
岡
市
外
顔
崎
町
九
州
帝
国
大
 
 
 

串
法
文
革
部
周
文
串
研
究
室
 
 

捌
檜
－
畑
 
春
 
日
 
政
 
治
 
 
 

扁
同
市
渡
違
癒
四
丁
目
 
 

印
刷
人
 
間
 
 
藤
 
次
 
郎
 
 
 

扁
同
市
渡
違
法
画
丁
目
 
 

印
刷
所
 
秀
巧
社
印
刷
新
 
 

t
〓
話
－
入
九
≡
♯
 
 



g  

明
朗
純
戯
の
趣
味
と
洗
顔
せ
れ
た
る
教
養
と
は
儲
古
の
日
ぎ
す
併
 
 
 

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
先
づ
か
の
漕
洒
た
ろ
蒙
釘
に
護
る
心
づ
く
L
 
 
 

に
ょ
っ
て
も
何
は
る
1
で
あ
ら
う
○
 
 
 

俄
甘
の
歩
み
は
本
年
四
月
ま
で
藩
二
年
間
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
純
 
 
 

情
の
歌
人
こ
▲
に
撲
っ
て
博
多
の
五
月
の
垂
の
撲
K
澄
明
な
そ
し
 
 
 

て
又
そ
の
晩
叔
の
小
春
日
の
＃
に
和
か
な
世
界
重
か
も
し
出
し
た
。
 
 
 

今
日
に
謝
る
迄
な
ほ
申
込
の
絶
え
な
い
所
以
で
あ
ら
う
。
 
 
 

蓼
一
恕
欝
一
読
、
及
び
等
四
♯
の
〓
冊
の
外
毎
畿
横
木
が
少
々
あ
 
 
 

夢
ま
ナ
か
ら
鋼
希
蜜
の
方
へ
お
病
も
致
し
ま
す
。
 
 

良
 
筆
 
 

筑
紫
散
人
研
究
♯
 
 
 

昭
和
五
年
 
新
年
畿
 
 

萬
葉
入
の
耽
へ
る
北
九
州
 
 
 

（
鞠
載
読
日
）
 
 
 

昭
和
四
年
 
五
、
六
、
八
、
九
、
十
て
十
二
 
 
 

昭
和
五
年
一
、
四
、
大
 
 

明
 
滑
 
短
 
歌
 
史
 
 

（
掲
載
♯
日
）
 
 
 

昭
和
由
年
 
 
 

昭
和
五
年
 
 
 

昭
和
大
卒
 
 

♯
 
 

毎
 
 

要
事
な
る
も
の
次
の
如
し
●
 
 

‡
行
虎
 
 
 

四
、
六
、
八
、
九
、
十
、
十
－
、
十
三
 
 

】
、
こ
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
十
－
、
十
ニ
 
 

ー
、
 
 九

大
法
文
革
都
岡
文
革
癖
先
皇
丙
 
 

能
 
舌
 
の
 
繭
 
 

振
替
顔
用
二
五
大
七
凡
書
 
 

特
用
唄
各
皿
卿
艦
こ
抒
鐘
 
 

（
但
法
科
共
）
 
 

；
■
〓
＿
〓
l
〓
■
∃
一
〓
■
≡
■
〓
l
；
■
≡
■
－
訊
 
 
 

語
‥
 
 

捨
 
象
 
 春

 
日
 
政
 
治
 
 

小
 
為
 
替
 
華
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